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修士論文要旨
［序論］　創造性研究では協働という考えが注目されてきて
おり、Sawyer（2002）は即興劇が創られる３つのプロセスか
ら協働的な相互行為に着目した。即興劇とはキーワードだけ
を決めて、役者たちがその場で協働して物語を創作する芝居
である。まず、話者たちが話者交代によって前話者からの影
響を受け対話を進めていく。この対話は相互に影響し合って
物語の一部を創っていく。これをSawyerはペアパート（pair-
part）の関係とよぶ。その連続した対話から相互作用的に物
語のframeがうまれる。それは役者一人に還元することはで
きず、協働的に創られるものである。この創られる過程を協
働的創発（collaborative emergence）とよぶ。さらに、役者
はframeから影響を受けて、新しく対話を進めていく。この
影響を下方因果（downward causation）とよんだ。
［目的］　プロの即興劇団を観察し役者の対話から物語構築
の過程を分析することでSawyerの理論の妥当性を検討す
る。その際トリプティークという３つの物語を交互に進める
演目からframe同士に繋がりをもたせる働きを持つmeta- 
frameという概念を提唱しSawyerの理論を拡張させる。
［研究１］　分析対象　三題噺とトリプティークという演目
を対象とし、三題噺は17分５秒、総発話数191、登場した
キャラクター７名の作品、トリプティークは13分29秒、総
発話数178、登場したキャラクター６名の作品である。
分析方法　役者たちの台詞、動作をすべて書き出し、発話
をofferとresponseにわけofferをキャラクター、関係性、
場所に分類した。また、物語の展開に影響するようなoffer
をプロット構築として分類した。さらに、内容分析を行った。
結果と考察　三題噺のなかで、序盤中盤終盤におけるキャ
ラクター、関係性、場所に差があるかχ2検定を行ったとこ
ろ有意傾向（χ2（4）=8.106）がみられた。残差分析では関
係性が少なく場所のofferが多かった。次にプロット構築の
offerで、三題噺とトリプティークの序盤中盤終盤の間で検
定を行ったところ有意傾向（χ2（2）=4.898）がみられた。残
差分析からトリプティークの中盤が少なく、三題噺の中盤
が多かった。トリプティークでは３つのframeの繋がりを創
るため、また観客の想像力をかきたてるために序盤で詳細な
情報を加えず、platformを固めないという特徴があった。
　内容分析では、役者たちが会話構造のルールに従い他者
とのやりとりによって対話を進めていた。さらに連続した
対話から徐々にキャラクターや関係性、場所の情報が積み
重ねられていき、役者たちが恊働的にframeを創っていた。
例えば三題噺では毒きのこの情報がframeにあったため、
毒きのこで殺されることが共有理解になっていた。これは
frameが役者たちを制約しているといえ下方因果といえる。
内容分析ではSawyerの理論を検証した。しかしトリプ
ティークにはSawyerの理論だけでは説明できないものが
あった。他frameとの繋がりである。それは、他frameに他
のキーワードが出てきたり、他frame間でのシーン転換で前
frameの身体的な演技や、キャラクターの感情からアイディ
アをもらってシーンを繋げていたところである。このように
トリプティークではそれぞれの物語の筋とは関連していな
いが、frameを超えて３つの物語に繋がりが感じられる。
［研究２］　方法　７名の実験協力者に各作品の質問紙に記
入してもらい、それぞれを書き終えた時点で回収し質問紙
の内容から半構造化インタビューをおこなった。
結果と考察　トリプティークに繋がりを感じたかの質問に
は３つを別の物語として観ていた意見が多くみられたが、
「シーン転換が余韻を残して変わっていたので繋がってい
た」「キーワードで繋がっている」と何か繋がりを感じてい
る人もみられた。その後の展開という質問にはトリプ
ティークでは「何でも想像して書けるので面白くかけた」と
いう意見もみられた。面白さの質問でもトリプティークを
ただ観るだけではなくそれぞれの物語との繋がりを探した
り自分で物語を考えることが楽しいという意見もみられた。
［まとめ］　Sawyerは、frameは一つの枠組みであるとした。
しかしmeta-frameはframeとは異なり積極的に一つの枠組
みを創ろうとはしていない。役者たちは演目としてのまとま
り感を創るためにそれぞれのframeに繋がりとなるきっか
けを創りmeta-frameを創っている。meta-frameがあるこ
とで役者や観客は他frameの情報を好きに繋げることがで
き意外性のある物語を創造し楽しむことができるのだろう。
協働的対話における劇的フレームの創発と制約
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